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　お気に入りの外出着に着替えてデイサービスの車を待つ夫。家族を支え守り働い
てきた夫。私たちは日々の暮しの微妙な変化を生きている。今こそ平和の時 これが
いい時と呟く作者がいる。

今
が
い
い
時

�

井
上　

昭
子

色
褪
せ
た
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
子
を
被
り

お
気
に
入
り
の
上
下
揃
っ
た
外
出
着
に
着
替
え
て
、

玄
関
の
椅
子
に
脚
を
組
み
、
待
っ
て
い
る

「
ま
だ
来
な
い
！
」

「
今
日
は�

違
い
ま
す
よ
」

デ
イ
の
日
を
間
違
え
て
い
る
夫
に
言
っ
た

予
定
表
も
見
間
違
え
る
様
に
な
っ
た
の
か
と

私
の
気
持
ち
は
、
少
し
沈
む

ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
や
っ
と
立
ち
上
が
り
、
ま
た
リ
ビ
ン

グ
に
戻
る

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
を
見
、

新
聞
を
読
み
、
ご
ろ
寝
を
し
、

食
事
に
な
る
と
、
立
ち
上
が
り
、
ト
イ
レ
に
も
行

く
。
そ
う
し
て
一
日
が
終
る
。

あ
の
昭
和
、
平
成
の
日
に
、
家
族
を
支
え
、
守
り
、

働
い
て
来
た
夫
は
、

令
和
の
今
、
そ
の
役
割
か
ら
遠
ざ
か
り
、
静
か
に

来
る
べ
き
時
を
待
っ
て
い
る

私
も
そ
う
だ
か
ら
と�

見
守
る
私
が
い
る

今
こ
そ�

平
和
な
時
で
は
な
い
か
と�

こ
れ
が
い
い

時
だ
と�

呟
く
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絵
馬
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
岩

井
宏
實
は
、
そ
の
著
書
で
、
絵
馬
を
市

井
の
人
々
の
「
神
仏
に
対
す
る
敬
虔
な

心
情
、
神
と
人
と
の
媒
介
と
し
て
の
聖

な
る
も
の
、
人
々
の
祈
り
の
記
念
物
」

と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
絵
馬
に
描
か

れ
た
図
柄
の
多
様
さ
は
「
日
本
人
の
心

の
万
華
鏡
」の
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

現
代
で
も
普
通
に
神
社
寺
院
で
絵
馬

を
目
に
す
る
が
、
そ
れ
ら
絵
馬
の
一
つ

一
つ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
願
い
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

ま
さ
に
心
の
万
華
鏡
が
そ
こ
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
本
市
に
は
千
葉

県
が
誇
る
本
納
絵
馬
が
あ
る
。
本
納
絵

馬
は
江
戸
末
に
初
代
矢
部
久
右
衛
門
が

現
在
の
地
本
納
に
創
業
し
、
以
後
、
２

代
目
矢
部
翠
堂
（
１
８
４
８
－
１
９
１

２
）、
３
代
目
矢
部
き
せ
（
１
８
７
３

－
１
９
１
６
）
４
代
目
矢
部
華
径
（
１

８
９
７
－
１
９
８
１
）、
５
代
目
矢
部

宏
（
１
９
３
５
―
）
と
矢
部
家
代
々
に

わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　

茂
原
市
立
美
術
館
で
は
、
平
成
24
年

に
「
本
納
絵
馬
五
代
の
系
譜
と
矢
部
宏

展
」
を
開
催
し
、
現
在
確
認
さ
れ
る
最

古
の
本
納
絵
馬
で
あ
る
初
代
久
右
衛
門

作
の
「
拝
み
図
」
１
８
６
５
年
（
慶
応

元
）
か
ら
現
在
ま
で
を
体
系
的
に
紹
介

し
た
。

　

本
納
絵
馬
は
１
９
８
５
年
（
昭
和

60
）
に
千
葉
県
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て

指
定
さ
れ
、
そ
の
製
作
者
は
５
代
目
矢

部
宏
氏
で
あ
る
。
千
葉
県
伝
統
的
工
芸

品
制
度
と
は
「
千
葉
県
の
風
土
と
歴
史

の
中
で
生
ま
れ
、
伝
統
的
な
技
術
・
技

法
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
優
れ
た
工
芸

品
を
千
葉
県
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指

定
」
す
る
制
度
で
、
昭
和
59
年
に
は
じ

ま
る
。
こ
れ
ま
で
に
２
０
１
品
目
が
指

定
さ
れ
て
き
た
が
、
市
内
の
「
上
総
袖

凧
」（
昭
和
59
年
指
定
）
の
よ
う
に
廃

業
し
た

も
の
も

多
く
、

毎
年
、

新
規
指

定
が
あ

る
も
の

の
、
現
在
は
85
品
目
に
留
ま
る
。
貴
重

な
文
化
資
産
を
守
り
、
育
む
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
す
る
。

　

本
納
絵
馬
の
特
徴
は
、
矢
部
家
で

代
々
製
作
さ
れ
て
き
た
「
鶏
、
狐
、
馬
、

鳩
、拝
み
」
の
相
伝
５
種
類
の
絵
柄
と
、

自
由
で
絵
画
性
の
高
い
絵
柄
の
両
方
を

持
つ
の
点
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

優
れ
た
南
画
家
で
も
あ
っ
た
４
代
目

の
華
径
（
謙
太
郎
）
は
、
本
納
文
化
財

顕
彰
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
各
方
面
で

活
躍
し
た
。
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
）

に
茂
原
市
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
）
に
没
し
た
。

現
在
の
本
納
絵
馬
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立

者
で
あ
る
。

　

本
納
絵
馬
の
地
元
集
落
に
は
歴
代
の

本
納
絵
馬
を
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
小
さ

な
社
が
あ
り
、
大
絵
馬
７
点
と
各
時
代

の
拝
み
図
小
絵
馬
19
点
が
と
て
も
良
い

状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
社
の
内
部

も
境
内
も
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

氏
子
の
方
々
が
力
を
合
わ
せ
、
心
を
込

め
て
守
り
続
け
て
い
る
。
岩
井
の
言
う

「
絵
馬
に
寄
せ
る
日
本
人
の
特
別
な
心

情
」
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

地
域
の
名
を
冠
し
た
絵
馬
が
あ
る
こ

と
は
、
こ
の
地
域
が
文
化
的
に
成
熟
し

た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、誇
り
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
宝
物
だ
。

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�
齊
藤　

望

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
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江
戸
時
代
か
ら
続
く
県
内
唯
一
の
絵
馬

〜
本
納
絵
馬
〜
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